






1.研究目的 

心身障害児発色の主因をなすものに未熟児がある。この未熟児の出生を妊娠中から防止す

るには Iatent fetal distress,胎児発育遅延(IUGR)を早期に発見し対策を立てることにあ

る。 

今日まで潜在性胆児仮死に対する検査法は,かなり多く,内分泌酵素の面からと,ME の面か

らの二つがあり,それぞれの中に数多い診断法があげられてきた。換言すれば,このように

数多いのは診断精度が低いためである。ここにくり返し本研究が何回もとりあげられた所

以がある。 

そこで今回は今までにあげられた種々の方法の利点をそれぞれ生かし,より診断精度の高

いものを作り,もっと診療指針となり得るような型のものを打立てんとした。 


